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最近の集中遠方監視制御の動向

電力系統,高速道路,上下水道などの分野においては,システム運用の合理化と省

力化に対する要求が増大するにつれて,遠方監視制御装置の適用がますます盛んにな

つた｡最近ではその通用範囲が拡大,多様化した結果,遠方制御システムの形態とし

ては1個所の中央制御所から多数の遠隔地点を管理する集中制御が多くなっている｡

本稿では,本特集に盛られた数編の論文に先立って,集中遠方監視制御システムの

最近の動向について述べている｡まず,いくつかの代表的分野への応用が概説され,

次いで▼最近の遠方監視制御システムの新技術,特徴,設計面の配慮などが述べられて

いる｡

日立集中遠方監:規制御装置スーパーロール シリーズ

最近,運転の合理化,省力化を行なうために遠方の設備を無人化する遠方制御技術

が広範囲に適用されるようになった｡適用範囲が拡大するにつれて,大容量化,仕様

の多様化及び高信頼度化が要求され,また電子計算機を用いて処理業務の自動化も併

せ行なうようになってきた｡今回,IC(集積回路)化の遠方監視装置ス}パーロー
ル シリーズを開発し上記ニーズに対応できるようにした｡

電力系統における遠方監視制御システム

電力系統の遠方監視制御は,従来配電周変電所及び小容量水力発電所が主対象であ

つたが,最近その範囲が超高圧変電所や大容量水力発電所へ拡大してきた｡これに伴

つて遠方監視制御システムでは制御,表示,計測の大容量化,多数の発･変電所の集
中制御化及びシステム信頼性向上の諸対策が図られている｡

上水道における遠方監視制御システム

上水道設備は原水を取水する取水場,薬品により沈殿,ろ過し飲料水とする浄水場,

広域に散在する各需要家に必要に応じ水を供給する配水場などにより構成きれている｡

各設備は水位,流量などを監視し,弁,ポンプの制御を行ないながら需要家に安定

した水の供給を行なう｡このような上水道設備に対しては,運転の合理化,省力化を

目的とした集中遠方監視制御システムの導入が有利である｡本システムを電子計算機

と結合して自動運転,データ処理を行なうことにより,より高度の自動化,集中管理

化を行なうことができる｡

日本道路公団下関管理事務所向け高速道路集中遠方監視制御システム

高速道路にはトンネル,インターチェンジ,サービスエリア,橋梁などの諸施設が

多数設置されており,これらの施設には,道路利用者の安全確保と交通流の円滑化を

図るため,換気,照明,防災,交通管制標識及びこれに必要な受配電設備が設けられ

ている｡これらの各設備を合理的に管】聾するため集中制御をノ行なうようになってきた｡

このたび,日本道路公団下関管王空事務所に集中遠方監視制御システムー式を納入し

たが,これは対象設備21個所からなる大規模なもので,電力設備のほか交通管制設備

の集中制御を行なうようになっており,遠方監視制御装置と電子計算機を導入した

Cathode Ray Tube(CRT)ディスプレイ表示やタイプライタ記≦録など業務の合理化

も行なっている｡
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最近の集中遠方監視制御の動向

Recent Trends of Centralized

SupervisorY ControISYStemS

Therising=eedsforstre∂mlinedsvstemoperationandma=POWe｢SaV■=ghasIed

to an extensive use of supervisorv controleq川Pmentin such†ields as powe｢

svstems.freeways.watersupplysystemsa=dsewerage･The｢ecentwidesp｢eadand

diversified utilization ofit hasinvolved the growth of cent｢alized supe｢viso｢y

controIsYStemSi=Whichoperatio=OfmanvremotelyIocatedstationsiscont｢oIled

at the conlr(〕lcenter.This p叩er describes the recent trends of centralized

supervisorv controIsystems･Abriefreviewisg-Ve=0n thei｢∂PPl■C∂tionstoa†ew

typ-CaIfieIds･AIso discussed are the state-Of-the-那t developments･feat=｢eS′and

somedesignco=Sideratio=SOfthec=rrentSuPe｢Viso｢YCO=trOIsvstems･

l】 緒 言

電力系統及び-一一般産業システムにおける設備連用の合理化

と省力化の観点から遠方監視制御の採Jfjがますます盛んにな

I),最近ではその逮捕対象は電力系統における大谷‾昌発変電

所,あるいは高速j畠路,上‾F水道など人規模公共設備へと拡

人している｡これに伴って,監視制御システムの形態は大形

化,多様化するとともに,地域ないしは系統別グル【プを対

象とした集中制御方土℃,あるいは夏至にこれらを統fナした総括

制御へと格行しつつある｡

ニのようなシステム レベルク)動向に対して,遠方監視肘‖卸

装置としては,従来主丁充を占めてきたトランジスタ式に代わ

って,最近では発展の目覚まLい集横側路(以下,ICと略

す)技術を駆佗Lた高件能,高信相性の装帯が開ヲ己改良され

るとともに,制御用計算機,CRT(Cathode Ray Tube)

ディ スプレイなどの導入によりシステムのコスト パフォーマ

ンス,マン マシン インタフェ【スも急速に改善されつつあ

る｡

日立製作所はこのような市場動向と技術的背景をふまえ,

従来よりのサイクリ ック式速‾方監視芦別御装置､サイクリ ック

ディジタル情報伝送装置(以下,CDTと略す)(1卜(3),1:

N形集中遠方制御装置(4)などの実績を牛かして,新形遠方監

視制御装置スⅥパーロール シリーズを開発Lた｡

本稿は最近の追‾万監視利子卸の垂帥】jについて述へこたもので,

日立スーーパーロール(SUPERROL)シリー-ズの設計思想と

装置構成及び各分野における適用例などについては,別論文

として紹介する｡

臣l 遠方監視制御の適用分野

遠方監視制御の適用対象として歴史的にも量自勺にも最も代

表的な分野は電力系統であるが,妓近ではその他の分野にお

いてもシステム的連用と省力化が必要になるにつれ,遠方制

御ないし集中音別子卸が要求されるようになった｡表1は代表的

な適用対象をまとめたものである｡

*

日立製ま作所大みか工場
**

日立黎望作所機電ヰし菓本部

黒木正明* 〃α5ααふi〟址γ0たg

小林一彦* 〟bg址んJ加∬0占αyr15ムi

原田寿明** 几5んiα丘～月brα血

表l 遠方監視制御の代表的適用対象

代表的分野,対象及び主な監視制御項目を示す｡

遠方監視制御が適用される

TablelMajor App11Cations of Superviso｢y Cont｢0】Eq山pment

適用分野 適 用 対 象 主な監視制御項目

電力系統

小(中)容量水力発電所

配電用変電所

大容量水力発電所

l

発電機起動停止制御

しゃ断器,断路器開閉制御

負荷調整,電圧調整

名一種故障表示,計ラ則

受電,配電しゃ断器,断路器開閉制御

電圧調整

配電線故障区間,名一種故障表示,計三則

発電機起動停止制御

しゃ断器,断路器開閉制御

i発電機出力数値制御
も ゲート制御

｢各種故障表示計測
一次(二刹変電所 L 重患送電Lや断器開閉制御

電気鉄道

l電圧調整
:各種故障表示,計測

電鉄変電所
r
受電,き電Lや斬器.断路器開閉制御

整流器運転制御

各種故障表示,計測

高速道路

受変電,自家発電設備 受電,配電しゃ断器開閉制御

自三豪発電機運転制御

各種故障表示,計測

トンネル]奥気言受備 送風機運転制御

煙霧透過率,CO量計測

交通管制,照明設備

防災設備

電光標識制御

照明灯制御

車両台数計数

･火災報知器監視

消火装置操作

上下水道

上水道設備 ポンプ,バルブ,ゲート制御

〉充量,水圧,水位,水質計測

受変電設備監視制御

各種故障表示,計測

下水道言受備 ポンプ,パルプ,ゲート制御

;充量,水圧,水位,水質計測

受変電設備監視制御

各種故障表示,計測

73
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2.1 電力系統における適用

電力系統の適用は図1に示すとおりで､中央給電指令所を

､丁臥■､くとL,二の‾卜に系統ないし地方給電指令所､更に,遠‾方

監こ子見制御システムの小心とLての躾中制御所が位置し､それ

ぞれのレベルに対応Lた屯1も所が管珂とされている｡ニグ).よう

なハイアラキ システムにおいて,遠方監視制御の代表仙檀川

村範は水プJヲ邑`畝叶と配電用変電所であるが,克之近では制御装

置全般のイi一言栢度がIrり上した結果,大布量発電所及び一一次変電

所などへグ)過開か神川口する傾ドりにある｡遠方監視制御装苗の

低能は過タロ対象がぎキな/ノても本官抑Jには1‾rりじとも｢言えるが,

水力発う二E所における党うーE傑出力指令他,変電所における配電

線放ド料ヌニー了与】などそれぞれ特有の制御,あるいは表示計臼叶l市幸臣

があり,また1電1も巾の主横側機音詩構成の標準化の程度も異な

るので,現実には旭川対象の椎別ごとにそれぞれに過した形

で採月]されている｡｡

なお,党変電I叶Ir-+け遥‾方監視制御装置に関Lて1互ぅも協†‾朋汗

究会にて1主められた仕様(5)(6)は以後のう富力のみなJ〕ず-一一般産

業Irりけ遠方監視利子卸装置のノ.巨木什柑…となっている｡

2.2 高速道路における適用

退路設備への遠方監視利子卸装置の過用例とLて,古くは昭

和33年の関門トンネルの例(7)があるが,昭和38年7Hに名神

高速j丘路が開通Lて以来,高速道路への遠方監視制御の適用

は急速に正二まってきた(8卜(川)

高速仁子動車道においては,特に交通′左仝の見地より,道路

にf;トノて点在する多数の設備の迅速〔Ⅰ(J碓な管j理が要求され,

二のため一一1弛に駐中制御グ)形態がとられているっ また,監視

制御の一対敏幸幾器としては,′_受変電,臼′家発1電設備のほかにト

ンネル挽1も設備,交旭標識放び日弔明設備,防災設備などがあ

り,二れらは他のん古田分野にはない特徴と言える.=

2.3 上下水道における適用

近年,全円的都市化対策の-･環として上下水道空さ備の貴賓

作は忠地に砧まり,二のため関辿設備の1ぎた備拡充が進められ
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図l 電力系統における遠方監視制御システム

テム及び遠方監視制御システムの位置付けを示す｡

注:被=被制御所

SS=変電所

PS=発電所

電力系統運用シス

Fig･lSupe｢viso｢y ControISystemi=the Fie■d of Power Sys-

tem
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大 シ
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形三
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化∴模
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襟裳
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化 ヰ

化

処理業務合王里化

機 能 高 度 化

高 信 頼 度 化

図2 遠方監視制御システムの一般動向 遠方監視制御装置の適用

範囲が拡大するにつれ,処理性,機能面など種々の面での改善が要束されるよ

うになった｡

Fig･2 Gene｢alT｢ends of Supe｢viso｢y ControISystems

ているか,二れらのでナ理的 のために遠方監視制御の適用

もますます盛んになってきた｡

上水道システムは取水場,導水ポンプ場,浄水場,配水池

j垂水ポンプ場,円己水管路網などより構成され,通常,浄水場

を利子卸I叶とLた集[卜制御システムが採用されることが多い｡

主な監視制御項臼とLては,受変電機器及びポンプ,ゲート,

バルブなどの制御項目並びに水位,流.量,水質などの監視項

目がある(11)(12)

--一一方,■卜水道においては‾F水処]哩場,

ンプ場などが監ネ見削寺卸の対象であるが,

ムとしては一般に処理場を制御所とし,

御所とすることが多い｡監視制御二項目と

雨水及び汚水中継ポ

遠方監視制御システ

中継ポンプ場を被制

しては上水道システ

ムに準じ,ポンプ,ノベルブなどの運転二項目及び汚水量,雨水

完,水官′主などの監視項臼が主なものである(13)｡

田 遠方監視制御システムの動向

遥‾方監視制御システムの適開村象範囲が拡大されるにつれ

て,監こ視制御情報は増人,多様化し,システム規模も大形化

する傾Irりにある｡このような市場動向を背景として,殻近の

遠方監視制御システムほ図2に示すように集中化が進むとと

もに処理･性,機能,信束副生など種々の面からの改善が進めら

れている｡

3.1 集 中 イヒ

遠ん監視制御システムの形態は,制御所と被;別子卸所とが1

:1で対応する個別制御方式と,1個所の制御所が多数の被

制御所に対応する集中制御方式とに大別されるが,最近では

既述Lたように集中制御の形態が多くなっている｡

集小利御方∫(としては,図3に示すように,1:1形装置

を多数組み合わせて(1:1)×N構成とする集fナ形,制御

所装置を多数の被制御所に対して共通として1:N構成とす

る共通形及び両石の折衷とも言える制御1:N,表示(1:

1)×Nの構成とするハイプ■ノッド形とがある｡表2はこれ

ら3方式の比較をホすもので,システムを計画するに際し,

被制御所の数と規模,要求される応答性などに応じて,主と

して経柄性の見地より最適の集中制御方式が採用されるが,

最近では共通形及びノ､イブリソド形が従来に比べて多くなる

傾向にある｡なお,表2に日立スーパーロールの適合機種を

才馴ヂたが,これらの詳細は本特集の別稿に譲る｡
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戦:/･･-･＼一風 ④,
(a)集合形

注‥C=制御ブロック
S=表示ブロック㊥=被制御所

/′■-＼､J

(b)共 通 形

図3 集中制御システムの構成 集中制御システムの構成には3とおりの形態がある｡

Fig.3 Configu｢ations of Cent｢alized Supe｢viso｢y Cont｢oISystems

3.2 処理業務の合理化

遠方監視制御システムでは,人間とシステムとのインター

フェ【スが制御所に集約されるため,特に,多数の被制御所

を一括管理する集中制御システムにあっては;別御所における

処理業務の合理化が大切である｡これに対しては,表3に示

すように,監視制御項目の標準化と雲霞理統合,監視盤(系統

磐など),制御盤(操作卓など)の′ト形化,簡略化とともに,

表2 集中制御システム構成の比重交 最近では共通形及びハイプりッ

ド形の適用が増加のイ頃向にある｡

Tab】e 2 Compa｢ison of Cent｢a】ization St｢uctures of Supe｢vi一

声0｢y Cont｢oISystems

項目-､-------､一方式 (a)集合形 (b)共通形 (C)ハイブリッド形

経 済 性
㊥数個所以下では ㊥6～9個所以上で

㊥数個所以上で(a)

より,10個所以下

で(b)より有利｡
有利｡ (a)より有利｡

信 頼 性
故障の波及がlイ固 @)共通部二重化に ㊥操作回路二重化

所に限定｡ より信頼度確保｡ により信頼度確保｡

機

能

制御応答 ◎* △

∠ゝ

(つ

表示応答 ◎ ⑳

㊨処理の

集約化
∠ゝ ◎

◎

⊂〕

(⊃

⊂う

◎

㊨他装置

との接続性
l

△

拡 張 性

(増設･機能)
◎

適 用 性

㊥の量的,質的標

準化が困難なケー

ス仁適す｡

(奉の標準化が可能 最も一舟劉生を

なケースに適す｡ 有す｡

SPR440C
スーノ〈一口ール

SPR140C

SPR320C SPR了30C

適 合 機 種 SPR340C

SPR360C

l

SPR了40C

;主:* ◎は倭,○は良,△は可を示す｡
**

スーパーロール(SUPERROL)機種名は,SPRと略称する｡

④N ㊨, へ-′ ㊥N､
(c)ハイブリッド形

最近ではコスト パフォーマンスの改善が著しい制御用電子計

算機及び周辺機器(14)の導入による監視,記録及び制御の自動

化が桔梗的に推進されている｡図4は電子計算機システムを

導入した集中制御システムの一例を示したものである｡

本システムにおいて,表示,計測(上り)情報及び数値(設

定値)制御(下り)情報は,ワード直列,ビット並列のプロ

グラム モード/スキャニング方式(DXI/0インタフェー

ス(15)),また,ON/OFF制御(下l))情報は,ワードごと

ビット並列のバスDI方式(PI/0インタフェース) によ

り,それぞれう孟子計算機に人出力される｡

3.3 寺幾能の高度化

遠方監視制御装置の機能面での進歩として顕著なものは,

表4に示すとおり･である｡適用対象が多様化して大容量設備

の遠方制御が行なわれるようになった結果,被制御所1個所

当たりの監視制御項目が数百点となるケースも多くなってい

る｡このため,情報量の拡張が容易なCDT伝送フオⅥマッ

ト(1)(3)の採用,IC及びプリント配線の活用による実装の高

密度化などにより,大容量化が閉られている｡これとともに､

伝送レスポンス向上のため,高速伝送が可能な600ないし1,200

ポ】回線の使胸が盛んになり,更に,特定の情報を高速処理

表3 処王里業務の合理化 集中制御所に右けるマン マシン インタフェ

ースに主眼を置いて合理化が進められる｡

Table 3 St｢eamlining of Management Measu｢es

項 目 内 容

糞頁似項目の一括表示

代表表示による表示灯の削減
監視制御項目の標準化と整王里統合

監視盤,制御盤の小形化と簡略化

選択表示による常時表示項日の削ス成

選択計;別による指示計の削減

スイッチ類の共用化

代表表示,選択表示･計測による盤

面器具の削減

盤面器具の小形化

制御用電子計算機の導入

プログラム(スケジュール)運転

パターン制御

自動状態監視

自動記録(アラーム,ロギング)

カラーCRTディスプレイ
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するための使先伝送機能が具備される場fナもある｡重た,従

来アナログ†云送への依存度が大きかったテレメ【タは,CDT

f云送フォーマットの才采用によりディジタル化され,情報伝送

の---･元化が可能になった｡図5は制御情報,表示,計測情報

それぞれの典型的な伝送フォーマット例を示したもク)で,こ

れにより,ON/OFF指令砧大100点,設定値1量,表示信号

100ノ.'よ及び計測伯10量の伝送が可能である｡

3.4 高信頼度化

電力系統､その他適用対象システムの安定且つ高効率逆転

のために,遠方監視音別御システムに対して要求されるイ三相度

はますます高度化している｡イ言栢J空ド1J卜は大別Lてニーニつの何

からの対策が必要であって,表5はこれらをまとめたもので

ある｡

高信相度化の第一の課題はハードウェアの拍障率低子成であ

るが,最近では1C化,無接点化,あるいは品質管理の充実

によl)故障率は従来に比べ大幅に低減されている｡しかしな

がら素子故障を皆無にすることは不可能であるため,重要シ

ステムに対しては,稼動率Jrり上の観山から装置の二重化,あ

るいは伝送路を2Lr可線伸輔した2ルート伝送などのシステム

ダウン防止策が講じられるとともに,不稼動時間無硝呂のため

表4 寸幾能の高度イヒ

ている｡

ハードウェア,符号方式両面からの改良がなされ

Table 4 tmp｢0Veme=t O=F=nCtio=S Of S=PerVisory Co=trOI

Equipment

項 内 容

大 容 量 化

小形化,高密度実装(lC化,無接点化,

プリント板化など)

CDT伝送フォーマット適用

高速化

アナログ量伝送のディジタル化

600ポー,】.200ボー回線使用

NRZ(Non-Return-tO-Zero)符号採用

優先伝送機能具備

ディジタルテレメータ化によるON/OFF

情幸剛云送との一元化と回線有効利用

高精度化
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④-=

〓吼

懸=信号伝送装置

0.･′c=オペレータズコンソール

T･ノW=タイプライタ

Cト0=コンソール入出力装置

PI.′･′0=プロセス入出力装置

口Xl.′′0=データ交換入出力装置

M.∴口=磁気ドラム記憶装置

CRT=カラーCRT表示装置

図4 制御用電子計算機を導入Lた集中制

御システム ハイブリッド形集中制御システム

に制御用電子計算機を導入することにより処王里業務

の自動化,カラーCRTによる監視の合理化が可能と

なった｡

Fig.4 Compute｢-Assisted Cenl｢alized

Supe｢viso｢y Cont｢oISystem

フ

同 期 選択操作 設定頗

選択操作ワー』止ヱ出⊥必1
アドレス フラグ

設定値ワード

フレーム構成

++.聖_

表示ワード

⊥吐_+止血
アドレス フ サ

ラ イ
グ ン

騙
+止+L⊥土+
100位 10位
(BCD)(BCD)

(a)下り(制御)フォーマット

野
野
イ

Ⅶ1.54秒(600ポーにて)¶
訂1‾貢宗■訂貫†二‾m二ごT一言訂青石

22ビット

(6) (2) (3) =0) 込丁
群コードフラグ予備 個別表示=0項目)パ 反転連遠

望

計測ワード 設定値ワードに同じ｡ て
(b)上り(表示･計測)フォーマット

注:BCD=2進化10進(Binary Coded Decimaり符号

図5 遠方監視制御の伝送フォーマット例 CDT伝送フォーマット

の適用により符号構成の拡張性が改善され,情報伝送の一元化が可能となった｡

Fig･5 TypicalExample of Code T｢ansmission Fo｢mat for

Supe｢viso｢y Control

試験機能の充実,凶路ユニットのモジュ【ル化などによる保

守竹三の向上が配慮されている｡

また,伝送回線上の雑音,その他の障害に基づく符号誤り

による誤表示あるいは誤制御を防止するために,図5のフォ

ーマットに示したように,誤り検定符号を二重(表示,計測

信号の場合)若しくは三重(選択操作信号の場合)に適用し

て伝送の信頼度を確保している｡

【l 結 富

以上,最近の集中遠方監視制御について,その適用対象及

びシステムの動向について述べた｡
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表5 高信頼度イヒ 信頼度向上は大別して故障率,稼動率,伝送信頼度

の三つの面から対処されている｡

Table 5 Betterment of Reliability of Superviso｢y Cont｢oI

Syslems

項 内 容

故障率低ス成

lCイヒ

無接点化,プリント板化

エージング(初期不良除去)

信頼度管王里(OC)

装置二重化(デュアル又はデュ

プレックス)

稼動率向上

伝送信頼度向上

2ルートイ云送採用

トラブルシューティング性改善

パッケージ化(モジュール化)

誤り検定符号(パリティ検定,

定マーク検定,連送照合など)

二重,三重チェック(パリティ

検定＋蓮送照合など)

小規模発変電所の無人制御用装置に端を発Lた遠方監視;別

御装置は,適用範【珂の拡人と回路技術の革新に支えられて発

達し,今日では,電力その他の分野において情報伝送の重要

な一翼を担うに至っている｡また,多様化する情報の伝送と

処玉里を円子骨に行なうため,伝送システムはハイアラキ化され

るとともに,伝送方式の一元化と情報の自動処理が推進され

る傾向にある｡

終わりに臨み,日ごろ御指導いただいている関係各位に対

い亨く謝意を表わす次第である｡
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†ユニ城化ととい二,瑞鳩問題,で～源関越グ‾)ブ邑

′卜,価仙観l'‖本の射窒に.より,これを仰り上

するシステムヘの紫求∫上まさに坐身的左･坐

化をとげつつある｡これらは従火の線輪に

よるところが少左･く刑j左｢りであるばかりか,

対象が物より什仝,人の暢でナが多く,シス

テム川二J発に'1卜)ては従次の._ょうち･托術桁l｢り

のふではE付雉で,八一～り叫【Hi仙観,什三さのコ

ンセンサスなど瑞磁束什をふ圭えたアプロ

ーチが屯安である｡圭た1三脚にわたるもの

が多〈システマテイ･ソクにフェーーて右il′‡っ

たれし1りとj二洲洲向などの.汁い叫一法が必焚と

されてきている｡以_卜の鋭∴ウニかご〕システム

計伸iか､_と=州勺なシステム.i貨.汁を行なう仙;貨

フェーース'としてシステム【利発ク)-‾托要なf_､ンニ;■■

を【+jめつつあり,仲々の一法川･j絶が進めノ〕

れている√｡イこ.言古訂丈はこのような｢‖ほ窪グ)托術

総.さ妃である-〕

システム計Il叫二は.汁舶のLj樵rl休にやや

フ‾■ログラム.汁L叶と,プログラムIil

口腔が州礁化L,それに対Lてハ

仙'lて+.さIlllliを.1窒什‾ナるフロン_1クト.汁州かあ

る.-.それぞれグ).汁【巾の【7ェーーてにごま=仙分

析,機能1州†,シ1テムナナ瓜.･ド仙iち･どの

てナ･･′フ■をJ貨け,仰.汁小川を川トーノかにL,

い〈つか･ノり韮`束シ▼こテムを=l■小二そって1立

言訓てJ･亡二.刑11iし,j舶冬一束をゞ八く′LLやすくLて

いる､

.汁州叫一‡l;附まシてテムに刑j立件を什J州す
る-7_L‥てとLて｢順とといニー汁州ノ〕ため

のシてテム托ナノニ才i上ひ‾rニナ+二(T()01)が巾焚

な子注一.切々り土たす-ノ｢フロセフ､｢い=卸を小心にヲ己
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が,そゾ1はかにf設三城,j‾川f,ぷ■貨などの十
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拭いの州雉なもげ)については巾組仙一戸川が

多く川いJ)れている｡.･ド仙=二ほ

リt桟叫沖佃があるがシステムのりスクが人

になるに従し､IJ川F+'.州】1iが小姓であるり圭た

とLて+'川;川日光にうl己､ンニ

ってその什会にJれ至す呈よう竿当主を

ふにl祉とらず,あらゆる分野/＼の主音壬で半,才､い二

g‾lの幼リミを+肘此し人け■川.=‖ニヘの

した触感が必紫とされている.__,

Jl之後にシステム.加小二多くのリ王寺プほもつ

NASA(7メリか枕二乍1:lい‖ユ)で糊プ己され

たシュテム才女法を射り卜L,二のうちPATT

ERNはl対地糾1こ扶とLて/｢【-1日二く=卜▲Jっれ,

Phased Project Planni叩 Guide】ine は

フロン工クト川H己の肘準バターーンをノj･える

もグ)としてi_iミ11されている.1
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